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SSH NEWS No.05 

05 ２年探究文科・探究理科中間発表会 

７月 14 日(月)、５・６限目に「人文社会探究Ⅰ」「自然科学探究Ⅰ」の課題研究中間発表会が開催されま

した。探究理科 13 グループ、探究文科７グループの生徒たちは、５月に設定した「問い」に対する研究プロ

セスをスライドにまとめ、これまでの研究の経過や今後の展望について口頭発表を行いました。 

講師の方々からは、生徒たちの研究課題への強い主体性と、探究活動への情熱が称賛されました。また、

今後の研究活動において、大きな問いの中から興味関心のあるテーマに絞り込むことの重要性について、具

体的なアドバイスをいただきました。留学生の先生方からの英語での質問にも、流暢な英語で説明をしてい

るグループも見られました。発表後の質疑応答では、生徒たちが講師の方々とのディスカッションを通し

て、今後の研究活動に繋がる有意義な時間を過ごしたようです。 

【講師の先生方】 

福井大学 理事・副学長 米沢 晋 先生 

福井大学 教授 淺原 雅浩 先生 

富山大学 学長特命補佐 林 誠一 先生 

仁愛大学 教授 西出 和彦 先生 

仁愛大学 教授 高野 秀晴 先生 

福井大学 准教授 遠藤 貴広 先生 

東京都立大学 客員教授 鳩貝 太郎 先生 

シンフォニアテクノロジー 代表取締役会長 武藤 昌三 先生 

福井村田製作所 技術開発統括部 部長 松田 真 氏先生 

越前市武生第一中学校 校長 久島 晋 先生 

福井県教育総合研究所 所長 秦 計代 先生 

福井大学留学生 ４名 

探究理科：ワルカウォーター 

探究文科：越前市の自治振興会の現状 

【生徒の感想】 

・予備実験段階での研究のため、スライド作成や発表内容に

苦労しました。しかし、講師の先生や他の班の温かいアドバ

イスのおかげで、貴重な学びを得ることができました。他の

班の発表を聴くことで、新たな刺激を受け、研究の進め方に

ついて考えるきっかけとなりました。英語での質問に戸惑う

場面もありましたが、さらなる英語学習の意欲を高めること

ができました。 

・講師の先生や生徒のみなさんから様々な意見や感想をいた

だき、研究に対する客観的な視点を持つことができました。

貴重なフィードバックをいただけたことに感謝し、今後の研究

を頑張っていきたいです。 

発表後の様子 


